
令和６年度 タブレット型ＰＣを活用した療育・訓練等に関する研修実施要領 

 

１ 目的 

こども療育センターでは個々の障害の特性に応じた障害児の療育・訓練を行っており、平成２４年

度からタブレット型ＰＣを使用した療育・訓練を開始している。 

このタブレット型ＰＣを使っての療育・訓練等は、現在、大学等で盛んに研究が行われており、近

年は学校教育等におけるタブレット型ＰＣの導入が推し進められ、加えて地域の障害福祉サービス

等事業所においても、その導入等について学ぶ機会を求める声が高まっている。 

こうした状況を踏まえ、外部の専門家による指導等を受けることにより、こども療育センター等に

おける療育・訓練の専門性を高めるともに、療育内容等をあらためて振り返る研修とする。 

 

２ 日程等 

令和７年２月１８日（火） ９：３０～１３：００ 

                ※昼休憩なし。合間に小休止あり。 

 

 ３ 場所 

広島市東区地域福祉センター ３階 大会議室（広島市東区東蟹屋町９－３４） 

 

４ 講師 

  山下 祥代 氏（広島大学大学院人間社会科学研究科研究員） 

 

 ５ 対象者 

   こども療育センター（北部及び西部こども療育センターを含む。）、特別支援学校並びに障害福祉

サービス等事業所の作業療法士、言語聴覚士、理学療法士、保育士、教員など。 

    

 ６ 定員 

   ６０名 

 

 ７ 研修内容 

「発達障害児への学習・コミュニケーション支援としてのＩＣＴスキルについて」をテーマとし

て、主に幼児期から小学生を対象とした発達障害児を含むこどもの育ちの過程における、道具を用い

た学習やコミュニケーションの支援の有効性について、合理的配慮等の基本的な考え方を踏まえて、

講師より指導を受け、その理解を深めるとともに、実際に機器を使用し、教材の作り方を体験・修得

する。 

 

 ８ 参加申込 

⑴ 締切日 

   令和７年２月６日（木） 



 

 ⑵ 方法 

申込期限までに、市ホームページ上に設けた受講申込入力フォームから申し込むこととする。 

    【タブレット型ＰＣを活用した療育・訓練等に関する研修 受講申込入力フォーム】 

     URL：https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/84/322165.html 

 

 

 ９ 受講者の決定 

受講希望者が定員を超過した場合は、受講者の抽選を行う。また、研修の開始一週間前を目途に、

受講の可否について、申込者に通知する。（通知については、原則として受講申込時に入力された連

絡先メールアドレス宛てに送付する。） 

 

10 使用するタブレット等 

   講座の実技で使用するタブレット等は、可能であれば受講生が普段業務で使用しているタブレッ

ト型 PC を持参するものとするが、タブレット等を保有していない受講生のために、タブレット等を

１０台程度講師が準備し、受講生に貸し出す。なお、タブレット等の数に限りがあるため、申込状況

によっては貸し出しが出来ない場合もある。 

 

11 研修の中止 

   新型コロナウイルス感染症などの社会情勢により、研修を中止する場合がある。研修の中止を決

定した場合は、別途受講生に対し通知を行う。 

 

12 問合せ・参加申込先 

   広島市こども未来局こども青少年支援部障害児支援担当（広島市こども療育センター内） 

   担 当：高下、中津 

   電 話：０８２－２６３－０６８３ 

   ＦＡＸ：０８２－２６１－０５４５ 

   E-mail：ko-shien@city.hiroshima.lg.jp 

 


